


中
谷
長
古
氏
の
「
赤
目
四
十
八
瀧
心
中
未
遂
J

(
文
藝
春
秋
刊
）
が
、
第
一
ー
九
回
直
木
打
を
受
打
し
た
の
は
、
平
成
十
年
七
月
。
そ
の
半

年
前
、
刊
行
直
後
に
読
ん
で
惑
動
し
た
荒
戸
源
次
郎
は
、
車
谷
氏
に
映
画
化
を
中
し
出
て
快
諾
を
得
た
。

そ
こ
か
ら
、
原
作
と
四
つ
に
組
ん
で
の
荒
戸
源
次
郎
の
シ
ナ
リ
オ
作
り
が
始
ま
っ
た
。
初
稿
、
二
稿
、
三
稿
…
…
と
骨
身
を
削
る
よ
う
に
推

敲
を
屯
ね
て
四
年
。

平
成
卜
四
年
―
―
一
月
、
製
作
母
体
・
赤
目
製
作
所
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
八
月
八

H

に
ク
ラ
ン
ク
・
イ
ン
、
十
月
五

H

に
主
要
な
撮
影
を
終

了
。
そ
の
後
ト
一
月
、
翌
卜
五
年
二
月
、
さ
ら
に
四
月
と
、
撮
影
は
延
べ
九
カ
月
に
わ
た
っ
て
完
了
。
編
紐
，
仕
上
げ
に
―
ニ
カ
月
を
役
や
し
、

こ
こ
に
映
画
「
赤
目
四
十
八
瀧
心
中
未
遂
」
が
完
成
し
た
。

本
作
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
選
び
抜
か
れ
た
俳
優
陣
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
舞
台
で
、
稀
に
み
る
大
器
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
寺
島
し
の
ぶ
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
綾
と
し
て
映
画
初
主
演
を
果
た
す
。
生
き

る
1
1
的
を
失
い
、
こ
の
地
に
流
れ
行
い
た
男
が
、
綾
に
惹
か
れ
、
至
福
の
時
を
味
わ
い
、
や
が
て
死
出
の
旅
賂
へ
と
導
か
れ
る
。
寺
島
し
の
ぶ

が
、
そ
の
よ
う
な
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ー
ル
を
華
麗
に
体
現
す
る
。

い
に
し
え

対
す
る
主
人
公
•
生
島
与
一
を
油
じ
る
の
は
、
新
人
・
大
西
滝
次
郎
。
ア
パ
ー
ト
の
一
室
で
臓
物
捌
き
に
日
を
送
り
な
が
ら
、
古
の
少
年
の

よ
う
な
純
で
一
徹
な
心
を
失
わ
な
い
男
。
そ
ん
な
男
に
は
、
日
本
刀
の
底
光
り
す
る
艶
を
も
つ
こ
の
新
人
こ
そ
適
役
。

そ
し
て
、
こ
の
世
界
の
先
達
と
し
て
生
島
を
迎
き
、
保
護
す
る
焼
属
屋
「
伊
質
屋
」
の
女
主
人
・
勢
子
ね
え
さ
ん
を
演
じ
る
の
が
、
大
女
優
・

大
楠
逍
代
で
あ
る
。
荒
戸
源
次
郎
が
、
こ
の
役
は
大
楠
さ
ん
し
か
な
い
と
思
い
決
め
、
彼
女
次
第
で
撮
影
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
も
辞
さ
な
い

と
ま
で
考
え
て
い
た
だ
け
あ
っ
て
、
大
楠
道
代
に
よ
っ
て
、
勢
子
と
い
う
存
在
は
、
原
作
よ
り
も
大
き
く
膨
ら
ん
だ
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

綾
の
男
で
あ
り
、
生
島
が
踏
み
込
め
な
い
向
こ
う
の
世
弄
に
い
な
が
ら
、
常
に
生
島
の
動
静
を
掴
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
剌
青
師
・
彫
眉
に
扮

す
る
の
が
内
田
裕
也
だ
。
安
食
党
で
コ
ソ
プ
酒
を
飲
ん
で
い
る
だ
け
で
、
た
だ
な
ら
ぬ
殺
気
を
漂
わ
せ
て
し
ま
う
の
は
、
内
田
裕
也
な
ら
で
は

で
あ
ろ
う
。

脇
役
陣
も
充
実
し
て
い
る
。
豊
田
利
晃
の
「
青
い
春
」
で
鮮
烈
な
印
政
を
残
し
た
新
井
浩
文
が
演
じ
る
犀
と
い
う
男
の
全
身
か
ら
は
、
こ

の
世
芥
へ
の
聞
入
者
・
生
島
に
対
す
る
敵
意
が
立
ち
の
ぼ
る
し
、
大
楽
源
太
扮
す
る
綾
の
兄
が
一
瞬
の
う
ち
に
見
せ
る
表
梢
の
変
化
に
は
、
狂

気
が
宿
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
と
こ
ろ
を
得
た
赤
井
英
和
、
麿
赤
兒
、
渡
辺
謙
作
な
ど
の
男
た
ち
。
沖
山
秀
子
、
絵
沢
萌
子
、
内
田
春
菊
が
演

じ
る
三
人
の
娼
婦
と
、
い
ず
れ
も
、
異
世
界
の
怪
し
い
風
を
巻
き
起
こ
す
。

撮
影
は
、
一
作
ご
と
に
新
し
い
試
み
を
し
て
き
た
笠
松
則
通
が
、
初
め
て
の
シ
ネ
マ
ス
コ
ー
プ
船
影
に
挑
戦
し
た
。
ま
た
音
楽
の
千
野
秀
一

と
鉗
音
の
柿
澤
潔
が
連
携
し
て
音
の
側
か
ら
、
画
而
に
奥
行
き
と
拡
が
り
を
創
り
だ
し
て
い
る
。

一
人
称
で
占
か
れ
た
原
作
が
、
主
人
公
の
意
識
の
流
れ
に
沿
っ
て
世
界
が
聞
か
れ
て
い
く
の
に
対
し
て
、
映
画
「
赤
目
四
十
八
瀧
心
中
未
遂
」

は
、
む
し
ろ
世
昇
の
側
か
ら
主
人
公
を
捉
え
る
。
生
島
が
歩
く
路
地
。
彼
が
臓
物
に
串
を
剌
し
て
い
る
四
位
半
の
部
屋
。
隣
で
交
合
す
る
男
女

の
内
。
廊
ド
や
附
段
で
す
れ
違
う
女
や
男
。
荒
戸
源
次
郎
は
、
そ
ん
な
世
界
を
、
あ
た
か
も
、
六
道
の
辻
の
よ
う
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
前
に

差
し
出
す
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
世
の
表
と
裏
、
生
と
死
、
美
と
醜
が
行
き
交
い
す
れ
違
う
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
六
道
の
辻
の
一
角
で
己
を
捨
て

い
ざ
な

た
つ
も
り
の
生
島
の
前
に
、
天
か
ら
舞
い
降
り
て
き
た
迦
陵
頻
伽
が
至
福
の
歓
び
を
与
え
る
。
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
彼
女
が
誘
う
「
こ
の
世
の

外
」
へ
の
旅
に
M
逍
せ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
…
…
。

解ヘ
説しWi

上
野
昂
志

* ◆映画『赤目四十八瀧心中未遂』公式サイト
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車
谷
長
吉

一
冊
の
本
を
読
み
終
っ
た
瞬
間
、
も
一
度
は
じ
め
か
ら
読
み
た
く
な
る
本
が

よ
い
本
だ
。
映
画
は
観
終
っ
た
瞬
間
、
も
一
度
観
た
く
な
る
映
画
が
よ
い
映
画

だ
。
平
成
十
五
年
七
月
二
九
日
、
東
京
五
反
田
の
イ
マ
ジ
カ
で
、
映
画
「
赤
目

四
十
八
瀧
心
中
未
遂
j
の
試
写
を
観
た
。
私
が
書
い
た
小
説
「
赤
目
四
十
八
瀧

心
中
未
遂
」
（
文
蘇
春
秋
刊
）
よ
り
凄
い
と
思
う
た
の
が
、
ま
ず
偽
ら
ざ
る
私
の

惑
想
だ
っ
た
。
一
般
に
小
説
を
映
画
化
す
る
と
、
大
抵
は
原
作
に
及
ば
な
い
。

が
っ
か
り
し
た
、
と
い
う
の
が
、
長
い
年
月
私
の
頭
に
こ
び
り
付
い
た
固
着
観

念
だ
っ
た
。
そ
れ
を
荒
戸
源
次
郎
監
督
の
映
画
「
赤
目
四
十
八
瀧
心
中
未
遂
j

は
見
事
に
破
っ
て
下
さ
っ
た
。
嬉
し
い
。

映
画
『
赤
目
四
十
八
瀧
心
中
未
遂
』

に
つ
い
て

”
、
水
遠
の
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ラ
ー
“
内
田
裕
也
の
才
能
は
、
映
画
に
お

い
て
も
巽
彩
を
放
ち
、
出
演
の
み
な
ら
ず
、
企
画
・
製
作
・
脚
本
も

手
掛
け
る
。
八
六
年
「
コ
ミ
ッ
ク
雑
誌
な
ん
か
い
ら
な
い
」
で
は
、

キ
ネ
マ
旬
報
主
演
男
優
打
、
報
知
映
画
廿
最
優
秀
作
品
打
、
t
油

男
優
打
、
プ
ル
ー
リ
ポ
ン
特
別
打
、
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
脚
本
J
t

（
科
木
功
、
内
田
裕
也
）
を
受
打
。
N
Y
近
代
美
術
館
で
の
L

映
、
N
Y

タ
イ
ム
ス
の
二
皮
に
わ
た
る
掲
載
な
ど
、
海
外
で
の
評
価
も
高
い
。

”
赤
目
“
で
は
輿
形
の
剌
百
師
・
彫
眉
で
塩
気
の
あ
る
演
技
を

見
せ
る
。

内
田
裕
也
Y
u
y
a
U
c
h
,
d
a
 

映
画
化
の
話
も
な
い
頃
か
ら
、
車
谷
長
吉
の
直
木
竹
受
打
作

「
赤
E
l
四
十
八
瀧
心
中
未
遂
」
に
魅
入
ら
れ
た
女
優
が
い
た
。
寺

島
し
の
ぶ
で
あ
る
。

i
九
七
―
一
年
、
歌
舞
伎
の
名
門
に
生
ま
れ
た
彼
女
は
、
舞
台
で

の
梧
々
し
い
活
躍
に
よ
り
、
一
九
九
六
年
疫
芸
術
祭
打
新
人
廿

を
受
打
。
そ
の
後
も
菊
田
一
夫
油
劇
打
な
ど
、
数
多
く
の
打
を

受
打
。
現
在
、
最
も
注
目
を
熱
め
る
女
優
で
あ
る
。

”
赤
E
l
“
の
ヒ
ロ
イ
ン
綾
ち
ゃ
ん
が
乗
り
移
っ
た
と
し
か
思
え

な
い
寺
島
し
の
ぶ
は
鮮
烈
I

大
楠
道
代
M
k
h
,
y
o

O
k
u
s
u
 

大
映
時
代
に
安
田
道
代
の
名
前
で
「
氷
点
」
「
痴
人
の
愛
」
な
ど
、

看
板
女
優
と
し
て
数
多
く
の
映
画
に
出
演
。
八

0
年
「
ツ
ィ
ゴ

イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
」
で
は
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
打
最
優
秀
助
演

女
優
打
、
キ
ネ
マ
旬
報
助
演
女
優
廿
な
ど
多
数
の
打
を
受
廿
。

「
陽
炎
座
」
で
は
松
田
優
作
と
主
演
を
担
っ
た
。
そ
の
後
も

「
愚
か
者
傷
だ
ら
け
の
天
使
」
、
「
顔
」
に
出
演
。
妖
艶
で
気
品
と

知
性
に
溢
れ
る
名
女
優
。

生
島
が
流
れ
行
く
尼
崎
の
焼
且
屋
「
伊
打
届
」
の
女
主
人
·
I
i
i

田
勢
子
を
見
事
に
演
じ
る
。

寺
島
し
の
ぶ
S
h
;
n
o
b
u
T
e『a
p
m
a

大
西
滝
次
郎
T
a
k
,
1
,
m
u

O
n
o
s
h
,
 

「
赤
目
四
卜
八
瀧
心
中
未
遂
j
が
発
見
し
た
新
星
。

い
き
な
り
主
役
に
抜
擢
さ
れ
突
然
の
ス
ボ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
一
身

に
浴
び
た
大
西
滝
次
郎
だ
が
、
渾
身
で
主
人
公
•
生
島
り
．
に

な
り
き
っ
た
。
笑
舶
よ
り
も
悲
し
み
が
似
合
う
面
差
し
に
は
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
頑
な
さ
が
に
じ
む
。
そ
ん
な
男
の
気
配
を

か
つ
て
は
色
気
と
呼
ん
だ
。

こ
の
世
に
自
分
の
居
場
所
が
な
い
男
、
生
島
与
一
は
綾
の
「
こ

の
世
の
外
へ
」
と
い
う
一
言
に
誘
わ
れ
て
、
死
出
の
旅
路
、
赤

H

四
卜
八
瀧
を
登
っ
て
い
く
。


